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１．はじめに 

               

上沼コミュニティ運営協議会 会長 浅野盛志 

 

 上沼コミュニティ運営協議会による上沼地区まちづくり事業は、平成２５ 

年度に最初の５ヶ年計画づくりでスタートし、２６年度から５年間は実行期 

間としました。 

 委員の皆さんの熱意と頑張り、住民のご理解とご協力により、「年度計画 ― 

実行 ― 反省・改善」を積み重ね５年が経過しました。 

 この度、５年間の活動成果をまとめ実施報告書を作成し、住民各位にお知 

らせすることにしました。合わせて、平成３１年度以降の新５ヶ年計画を策 

定しましたのでご覧ください。このことについて、貴重なご意見等いただけ 

ればありがたく思います。 

 これからも、新たな気持ちで『上沼を元気にするまちづくり事業』を継続 

して取り組みますので、よろしくご協力お願いいたします。 

 終わりに、事業支援いただいた登米市企画部市民協働課、中田総合支所市 

民課、及びご協力いただいた多くの方々に感謝いたします。 

 

 

２．事業計画策定に取り組んで 

          

 うわぬま元気プロジェクト委員会 委員長 三浦家壽治 

 

うわぬま元気プロジェクト！（上沼地区まちづくり）が平成２６年から始 

まり、計画の５年が過ぎようとしています。 

取り組み内容を４つのグループに分け、班長を中心に昼夜を問わず話し合 

い、地域の皆さんにも参加していただきながら実行してきました。 

来年度（平成３１年度４月）より新５ヶ年計画がスタートしますので、最 

終年度の１月より３月まで策定委員会を３回開き、次回の項目の検討を行い、 

今回の行動計画が出来上がりました。今後も、地域の皆様と共に夢と希望の 

持てる上沼地区をつくっていきましょう。 

最後になりましたが、うわぬま元気プロジェクト！にご協力・ご支援いた 

だきました、登米市企画部市民協働課、上沼小学校、上沼地区の多くの方々 

に御礼申し上げます。 
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３．事業の概要 

 ①計画づくりに取り組む背景 

登米市は市制施行（平成１７年）して以来、平成１８年に策定された「登

米市総合計画」において「市民との協働による持続的な発展」を目指して「市

民参画型のまちづくり」を理念として各種施策が実行されてきた。 

平成２４年４月１日には協働のまちづくり基本条例が施行され、市民の参

加補償、自主性確保などを基本理念として、具体的な推進策である《人づく

り、条例づくり、拠点づくり、計画づくり》の「協働４づくり事業」が進め

られている。 

当上沼地区では平成１５年の地方自治法改正を機に、「上沼コミュニティ

運営協議会」が、平成１７年３月１日より「上沼ふれあいセンター」の指定

管理団体となった。現在では住民による自主的な地域活動が盛んに進められ

ており、各行政区でも様々な地域づくりに取り組んでいる。 

かつては自然豊かな農村地帯にあって住民のほとんどが農業（または関連

した生業）に従事していた上沼地域は、仕事と暮らしが密接につながり合っ

た共同体として地域行事や課題解決にあたっていたが、1 次産業離れ、核家

族化などの生活環境の変化に伴い地域共同体の活動は、個人の暮らしとのつ

ながりが弱くなってきている。 

 

 ②計画づくり策定の目的 

《自らの地域は住民自らの積極的な参加のもとでつくる》 

行政や地域内外の団体等の力を活かして協働で地域づくりをするためには、

地域が独自性を持って自立していなければ協働は成り立たない。 

現存するいろいろな課題解決ができる将来の地域づくりに欠かせない協働

４づくり事業のうちの「計画づくり（地域づくり計画）」は地域独自の取り

組みであるため、地域の将来設計を地域住民が主体となって推進することが

必要となる。 

このことから、上沼コミュニティを一定の生活範囲として、共通する問題

や課題を明らかにして情報共有を図り、解決するための指針とすることを目

的として策定する。 
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③計画策定の方針と期待する効果 

 策定方針  

「上沼地区まちづくり計画」は、地域住民の声を多く集め、今後３

年、５年と中長期にわたる地域の各種課題を整理し、改善策を検討し

て、行動計画をつくる。その後一定期間ごとに見直しを図りながら、

計画の実現性を高めることとする。 

また、作成する際には行政などと連携して、より良い計画策定の為

の組織づくりと、仕組みづくりを進める。 

 

 期待する効果  

１) 地域住民の意見を広く集める仕組みづくり 

２）住民意見の集約と委員の協議による「地域課題抽出と整理の場」

づくり 

３）「地域課題」を解決するための「推進組織・人」づくり 

４）行動計画の策定 

５）住民同士の意思疎通充実化（共有化） 

 

④ まちづくり計画策定体制 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 （支援チーム） 

  登米市 企画部市民協働課・中田総合支所市民課 

上沼コミュニティ

運営協議会 

（約１,１４０世帯） 

会長 浅野盛志 

うわぬま元気プロジェクト委員会 

委員長 三浦家壽治 

◆安心安全部会 

◆地域環境部会 

◆ふれあい部会 

◆つながり部会 

事務局：４名 
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４．行動計画の内容 

①趣 旨 

この行動計画は、上沼地域の住民が行動するための計画である。 

この中では特に「住民の役割」が非常に重要となってくる。 

ワークショップ等で出された中からまとめ上げた計画であるので、「上沼住民によ

る上沼住民のための計画」であり、示された事業や作業を行う時には、住民への呼

びかけはもとより、参加しやすい方法などが求められる。 

その場合、意思疎通ができていないと負担感や義務感が先に立ち、策定した計画

が実行できなくなる恐れがある。 

そのため、上沼の住民一人一人が今回の行動計画を【自分ごと】として考えるこ

とができるまで、リードしていくことがカギとなる。 

 

②行動計画の内容 

 資料編に一覧表として掲載 

 

 

５．今後の取り組み 

 具体的な推進にあたっては、地域住民の役割と積極的な参加、参画が重要になる

ことから、うわぬま元気プロジェクト委員会を常設委員会として設置し、寄せられ

た住民意見の受け皿としての役割と行事の検討や意見の調整、情報の受発信などを

継続的に検討し、協議する場があることで住民の安心と安全が保障されることにな

る。 

 その組織づくりにあっては、地域住民から意欲を持ち、興味を抱く人が参画しや

すい環境づくりをすることがコミュニティ運営協議会に与えられた役割であると考

える。 

また、実行にあたっては組織活動だけではなく、小さなグループや個人としても

参加しやすい環境をつくり、協力し合う体制づくりをリードすることで実効性を高

める必要があると考える。 
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６．資料編  
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②上沼地域カルテ  （今後、加除・修正を加えながら充実させていきます） 

平成 31 年 3 月作成 

地域全体について 

地域名 登米市中田町上沼地区（昭和 31 年時点：20.11㎢ ※ 旧中田町史より） 

地域運営 

組織 

上沼コミュニティ運営協議会 

事務局：登米市中田町上沼字弥勒寺大下 90 番地 1 

  上沼ふれあいセンター内 （北緯 38.73 , 東経 141.25 ）       

TEL 0220-34-2002 

地域の構成 

行政区数１５ 

（弥勒寺南、弥勒寺北、金谷、寺山、長根、長崎、冠木、八幡山、本宮、

大泉、神ノ木、要害、大柳、新田、籠壇） 

地域の歴史 

明治 8 年 10 月  上沼、大泉、弥勒寺の三カ村が合併して上沼村 

明治 22 年  4 月 町村制施行により上沼・桜場が合併して上沼村 

明治 45 年  4 月 中田沼の干拓が完工 

大正 15 年  6 月 上沼村立実業学校開校（昭和 18 年上沼農学校に改称） 

昭和 22 年  9 月  カスリン台風で大泉堤防決壊 

昭和 24 年  9 月  旧上沼村公民館設置（独立建物なし） 

昭和 31 年  4 月 石森町と宝江村、上沼村、浅水村が合併して中田町 

昭和 51 年  3 月 大泉機場完成 

昭和 52 年     上沼公民館新築 

昭和 61 年 7 月 上沼コミュニティ運営協議会設立 

平成 15 年 4 月 上沼ふれあいセンター開設 

平成 17 年 3 月 上沼ふれあいセンターの指定管理者となる 

平成 17 年  4 月 登米市となり、登米市中田町上沼となる 

平成 17 年 4 月 登米市立上沼小学校開校（中田町立上沼小、上沼中央 

小、桜場小の三校が統合） 

年代別人口【総計 3,552 人】・世帯数【1,143 世帯】（平成 31 年 1 月 31 日現在） 

年代 0～4 5～14 15～29 30～44 45～59 60～64 65～79 80～  

人口 90 人 290 人 387 人 571 人 631 人 313 人 785 人 485 人 3,552 人 

小計 

割合 

380 人 1,589 人 1,583 人  

10.7％ 44.7％ 44.6％ 100％ 

これまでの「地域づくりの取り組み」や主な「地域行事」など 

・まちづくり ・自主防災 ・コミュニティ 
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地域内の個別状況 

№ 項 目 現 状 
特 徴 

(良いところ) 
課 題 

１ 地域の特性 

・宮城県と岩手県の境に位置する、

肥沃な土地柄、稲作、果樹、畜産な

ど農業に加えて地域資源活用製造

業等が育つ 

・歴史的神社旧跡もあり北上川が南

北に流れる農村地域である 

・行政区ごとのコミュニティ 

多様な産業が

ある 

コミュニティ

内の交流が盛

ん 

地域が広い 

地域によって、生活

環境に差がある 

人口減少が進んで

いる 

２ 主な施設 

・登米市役所中田総合支所 

・中田生涯学習センター 

・Satoru Sato Art Museum 

・中田保育所 

・上沼小学校 

・登米総合産業高等学校 

・ＪＡ上沼支店 

・上沼郵便局 

・上沼診療所 

生活に必要な

資本が整備さ

れている 

将来にわたって、メ

ンテナンスの必要

性がある 

現在の生活に生か

し切れていない 

３ 
地域内の 

自治施設 

・〇〇地区集会所 

・〇〇倉庫 

各地区に集会

施設が整備さ

れている 

維持管理の長期計

画が必要 

４ 
指定避難所 

安全対策 

・上沼小学校 

・登米総合産業高等学校 

・中田生涯学習センター 

・中田老人福祉センター 

・中田保健福祉会館 

・中田農村環境改善センター 

・自主防災用具の確認 

（行政区単位に明細リスト） 

（行政区ごと

に設置） 

近年は洪水などの

大災害が無く、緊張

感が弱まっている 

５ コミュニティ 
・コミュニティ運営協議会 

・上沼ふれあいセンター 
 

常に時代のニーズ

を把握し、改善対応

の仕組みが必要 

女性が地域参加し

やすい、周辺環境づ

くりが必要 
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地域内の個別状況 

№ 項目 現  状 
特 徴 

(良いところ) 
課 題 

６ 子ども 

・中田保育所・幼稚園 

・上沼小学校 

・中田中学校 

・登米総合産業高等学校 

・やまがっこ 

・上沼鳥舞太鼓 

異世代との交

流に同世代と

異なった活動

体験が得られ

る 

子育てしやすい環 

境づくり、地域づく 

りが必要 

地域力を活かした 

学習活動や子育て 

７ 後 継 者 
・世代交代ができない 

・少子化 

 
結婚対策（婚活） 

８ 若  者 ・比較的地元志向が強い 
一定の就労場

所がある 

多様で高度な仕事へ

の対応力を育成する

仕組み必要 

地域参加しやすい環

境づくり 

結婚対策 

９ 高 齢 者 ・高齢化率 32.6％ 
元気な人が多

い 

地域に出て活躍 

できる場所と役割 

づくり 

孤立化への対応 

10 地域環境 

・ほとんどのインフラは整備され

ている 

・空家の増加 

国道が 2 本あ

る 

道路、側溝の整備 

空家のメンテ・利用 

11 自然環境 

・小さいながらも沼が多く、親し

みやすい 

・かつて、穀倉地帯の水源地域と

しての歴史がある 

・北上川 

山も、川も、

沼も親しみや

すく、生物も

豊かである 

地域の財産として暮

らしと一体となった

活かし方を検討 

12 
産業･農業･商業･

工業･ｻｰﾋﾞｽ業 

・米、果樹、野菜など多様な作物 

・地元商店は減少 

・地域資源を活用した製造業 

・関連したサービス業 

多様な産業が

存在する地域 
交流人口の導入 

13 
健康･スポーツ･施

設・イベント 

・弥勒尊大祭 

・上沼八幡神社秋季例大祭 

 夜間活用（ナイター）

できる野外設備が無

い 
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地域内の個別状況 

№ 項目 現  状 
特徴 

(良いところ) 
課 題 

14 
レクリエーショ

ン・娯楽施設等 

・上沼ふれあいセンター 

・サイクリングロード 

・パークゴルフ場 

・パチンコ店 

・大手口釣り公園 

・登米市中田生涯学習センター 

  

15 伝統芸能 

・上沼法印神楽 

・上沼獅子舞 

・本宮神楽 

  

16 神社・仏閣等 

・長徳山 弥勒寺 

・大白山 長承寺 

・隆池山 大龍寺 

・永壽山 保昌寺 

・上沼八幡神社 

・桜場八幡神社 

・愛宕神社 

・飯綱神社 

神社・仏閣が

多くあり、文

化財や遺跡に

触れることが

できる 
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弥勒寺南 309 105 307 104 304 103 296 102 282 99 272 94

弥勒寺北 230 67 225 66 223 65 220 64 216 64 213 64

金　谷 183 43 174 43 166 43 166 44 163 44 161 44

寺　山 159 72 159 73 156 73 164 75 160 76 158 73

長　根 177 49 176 49 178 50 172 50 164 48 163 48

長　崎 221 63 224 65 214 63 200 61 195 61 189 62

冠　木 292 76 285 74 274 74 272 74 272 72 268 71

八幡山 168 47 167 47 165 47 163 46 160 46 160 45

本　宮 158 46 151 46 149 45 148 47 146 46 146 46

大　泉 339 102 326 101 320 100 308 98 299 97 296 96

神ノ木 226 68 226 67 220 67 222 67 227 70 243 73

要　害 222 60 217 60 209 59 205 59 203 59 198 59

大　柳 304 86 317 91 330 100 333 103 330 104 332 105

新　田 455 149 436 146 425 147 437 152 424 148 412 148

籠　壇 333 91 320 89 337 98 332 98 340 108 341 115

計 3,776 1,124 3,710 1,121 3,670 1,134 3,638 1,140 3,581 1,142 3,552 1,143

人口 世帯数 人口 世帯数

中田町上沼地区　人口推移　（平成２６年～平成３１年）

H30.3 H31.1

人口

H26.3 H27.3 H28.3 H29.3

世帯数世帯数 人口 世帯数 人口 世帯数 人口行政区

③ 基礎資料 

 

  



12 

 



13 

 

 



14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



15 

 

平成２７年３月作成 上沼洪水ハザードマップ 
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平成２９年２月作成 上沼たずね歩きＭＡＰ 
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これまでの活動の様子 
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委員会及び作業部会員名簿 

 

 

 

役職・行政区名 氏　名 役職・行政区名 氏　名

1 弥勒寺南区長 伊藤　源司 21 登米市消防団上沼地区団代表 熊谷　裕一

2 弥勒寺北区長 浅野　盛志 22 上沼小学校区子供育成会長 及川　伸哉

3 金谷区長 岩渕　　栄 23 上沼小学校校長 伊藤　克宏

4 寺山区長 三浦家壽治 24 上沼小学校教頭 岩谷　敏之

5 長根区長 佐藤　敏光 25 上沼小学校教務主任 佐々木義武

6 長崎区長 菅野　成雄 26 上沼小学校PTA会長 菅原喜久治

7 冠木区長 小野寺篤朗 27 中田中学校PTA代表（コミ担当） 佐々木　寿

8 八幡山区長 千葉　博幸 28 弥勒寺南区 熊谷たかよ

9 本宮区長 佐々木　隆 29 弥勒寺南区 千葉　信子

10 大泉区長 小野寺賢司 30 弥勒寺北区 及川さよ子

11 神ノ木区長 加藤　正明 31 本宮区 本宮　秀年

12 要害区長 佐藤　一郎 32 大泉区 三浦てい子

13 大柳区長 堀内　兵治 33 神ノ木区 千葉　久義

14 新田区長 畠山　芳郎 34 神ノ木区 皆川　秀策

15 籠壇区長 菅原玄八郎 35 籠壇区 粕谷　義昭

16 文化部長 早坂　峰夫 支援 企画部市民協働課 佐々木俊樹

17 環境部長 冨士原則義 センター長 三浦　勝則

18 女性部長 熊谷　和枝 事務員 小野寺博子

19 体育部長 粕谷　　亮 事務員 畠山　千春

20 上沼地区社会体育振興員会長 石川慎太郎 集落支援員 千葉さおり

事

務

局
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